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序　　　　　文

　サウディ・アラビア王国においては、近年の急激な若年人口増加を背景に、将来的な雇用対策

が必要不可欠とされています。同国政府は外国人労働者に大きく依存している同国労働市場を

「サウディ人化すること（サウダイゼーション）」を最重要政策課題の１つに掲げており、特に

技術系の職種をいかに「サウディ人化」するかは大きな課題の１つとなっています。

　以上を背景として、1998年10月のアブドゥッラー皇太子訪日の際に、自動車産業における両国

関係の推進とサウディ・アラビアの人材育成に資することを目的として、同国に自動車技術高等

研究所（Saudi Japanese Automobile High Institute：SJAHI）を設立するために日本・サウデ

ィ・アラビア共同で努力することが両政府間で確認されました。

　2000年５月の日本・サウディ・アラビア官民合同委員会の開催を経て、同年７月にプロジェク

ト方式技術協力の正式要請書がサウディ・アラビア技術教育・職業訓練庁（GOTEVT）から提

出されました。現在は、日本自動車工業界（JAMA）及びサウディ・アラビア日本車輸入代理店

協会（JADIK）が中心となり、校舎の設計・建築作業が進められています。

　また、2000年11月には第１次短期調査団を派遣し、プロジェクト方式技術協力の基本的枠組み

について双方で確認しました。

　今次第２次短期調査においては、プロジェクトの要請背景を再確認するとともに、SJAHIに

おける技術移転の目標及び目標達成のために協力すべき分野、活動内容について協議しました。

また、SJAHIの運営に必要な機材の仕様の確認及び現地調達の可能性等についても調査を行い

ました。

　さらに、プロジェクト運営管理諸表を作成し、プロジェクト期間中の投入計画全体の概要及び

協力初年度の活動計画についても協議を行いました。

　本報告書は、現地での調査及び協議結果を取りまとめたものです。この場をお借りして、調

査団派遣にご協力いただいた日本・サウディ・アラビア双方の関係各位に対し、深くお礼申し

上げ、今後も引き続き最大限のご支援をいただけるようお願いしたいと思います。

　2001年４月

国際協力事業団
鉱工業開発協力部

部長　林　典伸
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第１章　調査団の概要

１－１　調査団派遣の経緯

1998年10月のサウディ・アラビア王国（以下、「サウディ・アラビア」と記す）アブドゥッ

ラー皇太子訪日時に、自動車産業における両国関係の推進とサウディ・アラビアの人材育成へ

の寄与を目的とし、同国における自動車技術研修所設立に関し日本・サウディ・アラビア官民

共同で努力することが合意された。

2000年５月29日の日本・サウディ・アラビア官民合同委員会では、以下の事項が合意された。

(1)本研修所を２年制短大レベルとし、(2)2002年９月開校、(3)設立支援委員会は、日本政府

及び(社)日本自動車工業会（JAMA）、サウディ・アラビア側全国商工会議所、技術教育・職業

訓練庁（GOTEVT）、日本車輸入代理店協会（JADIK）加盟企業６社で構成、(4)建設費は

JAMA及びJADIKが負担、(5)日本政府には、サウディ・アラビア人教官の本邦研修、専門家派

遣及び教育用資機材の供与を要望、(6)学校運営はサウディ・アラビア側が学校法人理事会を

設置して行う。

2000年７月には本件プロジェクト方式技術協力の正式要請書がGOTEVTから提出された。建

物の建設については、民間ベースでJAMA及びJADIK傘下に各々ワーキング・グループを設け

て準備作業が進められ、現在は校舎の設計・建設作業がサウディ・アラビア側主導により実施

されており、建物は2002年４月竣工をめざしている。

2000年11月には第１次短期調査団を派遣し、プロジェクト方式技術協力の基本的枠組みにつ

いて双方で確認した。

１－２　調査目的及び主要調査事項

今次第２次短期調査においては、サウディ・アラビアにおける自動車整備士養成に係るニー

ズ、技術教育の状況など、プロジェクトの背景を再確認するとともに、SJAHIにおける技術移

転の目標及び目標達成のために協力すべき分野、活動内容について協議する。また、SJAHIの

運営に必要な機材につき、その詳細仕様を作成し、あわせて機材現地調達の可否、現地調達が

可能な場合の調達先を調査する。

さらに、プロジェクト運営管理諸表を作成し、プロジェクト期間中の投入計画全体の概要及

び協力初年度の活動計画について協議する。

主たる調査事項は以下のとおり。

(1) 対象セクター（自動車整備）の技術レベル及びニーズの詳細確認（プロジェクト・ドキ

ュメント作成）

(2) プロジェクト目標、協力分野、活動内容、投入内容の協議
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 (3) 機材計画作成 

   1) 供与機材の詳細仕様確認 

   2) 機材調達先確認 

(4) プロジェクト実施体制の確認 

   1) 設計・建設作業進捗状況 

   2) 職員採用の現状 

(5) プロジェクト運営管理諸表（PDM, TCP, PO, TSI）の作成 

(6) 2001年度の計画 

 

１－３ 調査団の構成 

氏 名 担当分野 所  属 

野田 亮二 団長・総括 外務省 経済協力局 技術協力課 課長補佐 

山下 龍夫 技術協力計画 
経済産業省 製造産業局 自動車課 
通商第二係長 

鹿子木 潔 機材計画 トヨタ自動車(株) 渉外部 海外渉外室 主査 

山本 直樹* 機材計画 三菱自動車工業(株) 海外業務室 主任 

福井 健司* 技術移転計画 三菱自動車整備専門学校 嘱託 

山川 武久 技術移転計画 (社)日本自動車工業会 国際統括部 

穂積 武寛 協力企画 
国際協力事業団 鉱工業開発協力部 
鉱工業開発協力第一課 職員 

神倉 静夫 計画分析 (株)地域計画連合 シニアプランナー 

* (社)日本自動車工業会の経費負担による参加 
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１－４ 調査日程 

日  程 日 
順 

月 日 
曜 
日 団長、技術移転計画､ 

機材計画、協力企画 計画分析(コンサルタント) 技術協力計画 
備 考 

１ ３月29日 木 東京発  

２ ３月30日 金 リヤド着  

３ ３月31日 土 表敬：日本大使館、JICA事務所、GOTEVT  

４ ４月１日 日 
リヤド→ジェッダ 
表敬：ジェッダ総領事館  サイト視察 

 

５ ４月２日 月 JADIKとの協議  

６ ４月３日 火 JADIKとの協議  

７ ４月４日 水 JADIKとの協議 

 

 

８ ４月５日 木 ミニッツ案作成 東京発  

９ ４月６日 金 ミニッツ案作成、団内打合せ ジェッダ着  

10 ４月７日 土 JADIKとの協議  

11 ４月８日 日 
報告：ジェッダ総領事館 
ジェッダ→リヤド 

 

12 ４月９日 月 GOTEVTとの協議  

13 ４月10日 火 GOTEVTとの協議  

14 ４月11日 水 
ミニッツ署名 
報告：日本大使館、JICA事務所 

 

15 ４月12日 木 リヤド発 調査事項確認 リヤド発  

16 ４月13日 金 東京着 調査事項確認 東京着  

17 ４月14日 土 情報収集  

18 ４月15日 日 情報収集  

19 ４月16日 月 情報収集  

20 ４月17日 火 情報収集  

21 ４月18日 水 情報収集  

22 ４月19日 木 リヤド発  

23 ４月20日 金 

 

東京着 
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１－５ 主要面談者 

〈サウディ・アラビア側〉 

(1) 技術教育・職業訓練庁（GOTEVT） 

Dr. Ali N. Al-Ghafis Vice Governor for Research and Development 

Dr. Saleh Al-Amr Director General, Curriculum Department 

Mr. Abdullah S. Al-Humood Director, Electronics Education Development Center 

 

(2) サウディ・アラビア自動車技術高等研修所（SJAHI） 

Mr. Salim H. Al-Asmarei Director 

 

(3) サウディ・アラビア日本車輸入代理店協会（JADIK） 

Mr. Faisal O. Abdou Shousha Director, Al Shamil 

Mr. Gamal Ahmed Mohamed Ali Field Operation Manager, Al Shamil 

Mr. Hassan A. Al-Amoudi Workshop Manager, Madinah Road Branch 

 Alhamrani United Co. 

Dr. Nasir A. I. Al-Ansari Management Consultant, Balubaid 

 

〈日本側〉 

(1) 在サウディ・アラビア日本大使館 

大島正太郎 特命全権大使 

佐々木淑光 二等書記官 

 

(2) 在ジェッダ総領事館 

棚木  元 総領事 

松谷 浩尚 領 事 

 

(3) JICAサウディ・アラビア事務所 

永田 邦昭 所 長 

石崎 雄久 所 員 

Mr. Wael G. Moh’d Abdullah 高級クラーク 
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第２章 調査結果 
 

調査・協議項目 
第１次短期調査による調査結果 

現状及び問題点 
対処方針 調査結果 

１ 対象セクター（自
動車整備業）の技術
レベル及びニーズ 
(1) 国家開発計画等
との整合性 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 自動車整備業の
現状とニーズ 

 
 
 

 
 
 
・近年サウディ・アラビアでは高
い出生率と乳幼児死亡率の低下
により若年人口層が急激に増加
しており、現人口の42％が14歳
未満である。 

 
・このため、将来的には失業が社
会問題化することが予想されて
いる。 

 
・サウディ・アラビアでは労働人
口の65％を外国人に依存してき
たが､人口増加に対応するた
め、サウディ・アラビア政府は
第６次開発５か年計画(1996～
2000年)において、労働人口の
サウディ人化(サウダイゼーシ
ョン)を推進している。 

 
・具体的には、2000年までに全労
働人口に占めるサウディ・アラ
ビア人の割合を41％にまで高
め、その９割を民間セクターで
実現することとしている。 

 
・1997年からは雇用者20人以上の
全企業において、雇用者の５％
をサウディ・アラビア人とし、
毎年これを５％ずつ増加させる
ことが義務づけられている。 

 
・第１次短期調査において、サウ
ディ・アラビア側は本件センタ
ーの設立が自動車整備士の「サ
ウダイゼーション」推進に大い
に貢献するものである旨を強調
した。 

 
・サウディ・アラビアにおいて
は、鉄道などの大量公共輸送サ
ービスが存在せず、国民の移動
手段としての自動車への依存率
が高い。 

 
 
 
・サウダイゼーションに
関し、政策に変更がな
いことを確認する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・左記に関する状況を確
認する。 

 
 
 

 
 
 
・左記を確認した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・左記について、サウデ
ィ・アラビア側より最新
の統計情報等、関連情報
を入手した。 
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調査・協議項目 
第１次短期調査による調査結果 

現状及び問題点 
対処方針 調査結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3) サウディ･アラビ
ア技術・職業訓練
教育の現状と課題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・サウディ･アラビアの自動車市
場(22万台／年)の73％は日本車
であり、そのシェアは拡大しつ
つある。サウディ・アラビアは
完成車の輸出先としても５位
(1998年)である。 

 
・自動車の販売・整備業は外国人
雇用者への依存が極めて高い部
門であり、会社全体で85％前
後、アフターサービス部門では
90％以上である。 

 
・国籍はアジア、アフリカ諸国だ
が、エンジニアに関してはアジ
ア諸国出身者が多い。 

 
・サウディ・アラビアにおける自
動車整備においては有能なサウ
ディ・アラビア人技術者が絶対
的に不足しており、優秀な外国
人技術者に依存している。 

 
・技術者の不足により、サウデ
ィ・アラビアにおける自動車の
整備状態は悪く、定期車検を受
検している車輌は全体の25％未
満であり、定期車検を受けた車
輌も、初回の平均合格率は30％
程度にとどまっている。 

 
・サウディ・アラビアの技術・職
業訓練教育は技術教育・職業訓
練公団（GOTEVT）が管轄して
いる。 

 
・GOTEVTの監督下に職業訓練セ
ンター、職業高等学校、技術短
期大学が設けられており、第１
次短期調査時のサウディ・アラ
ビア側データによれば計約５万
6,000名の学生が在籍する。 

 
・ただし、自動車整備士養成を目
的とした公的教育機関は現在の
ところ存在しない。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・左記に関する状況を確
認する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・左記について、サウデ
ィ・アラビア側より最新
の統計情報等、関連情報
を入手した。 
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調査・協議項目 
第１次短期調査による調査結果 

現状及び問題点 
対処方針 調査結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ プロジェクト実施
体制(SJAHIの現状) 
(1) 組織の性格 
 
 
 
 
(2) プロジェクトサ
イト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・サウディ・アラビア政府は財政
赤字を抱えており、公立校生徒
に対する手当支給の削減・廃止
を検討している。GOTEVTとし
ても、民間企業に対し教育活動
への参画､サウディ･アラビア人
雇用の拡大を働きかけている。 

 
・近年、技術系の学校への進学を
希望する学生は増加傾向にある
が、技術系の学校数が少ないた
め、競争率が高くなっている。 

 
・また、退学率が高く、産業界の
サウディ・アラビア人技術者に
対するニーズに応えられていな
い一面もあると思われるが、第
１次短期調査において、サウデ
ィ・アラビア側より、退学率は
必ずしも高いわけではない旨の
指摘があった。 

 
 
 
・Saudi-Japanese Automobile High 

Institute(SJAHI)は、GOTEVTが
認可する私立の教育機関であ
る。 

 
・プロジェクトサイトはジェッダ
の南東約25㎞の政府所有地で、
敷地面積は約７万㎡。 

 
 
 
・建物は現在、サウディ・アラビ
ア側が中心となり設計・建設作
業を進めている。 

 
 
 
 
・第１次短期調査時のサイト視察
で、整地作業が開始されている
ことを確認した。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・現地視察を行い、最新
の作業状況を確認する
とともに、今後の作業
計画について確認す
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・現地視察の結果、整地作
業は終了し、施設全体の
建設作業が急ピッチで進
められていることを確認
した。 

 
・サウディ･アラビア側の
最新の建設計画によれ
ば、建物は2002年４月に
完成予定であることを確
認し、ミニッツに記載し
た。 
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調査・協議項目 
第１次短期調査による調査結果 

現状及び問題点 
対処方針 調査結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (3) 職員数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (4) 予算 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・サウディ・アラビア側計画では
建物の竣工は2002年４月に予定
されている。 

 
・建設費は総額15億3,000万円。
これを JAMAと JADIKで折半す
る。建設費がこれを超える場
合、超過分はJADIKが負担する。 

 
・SJAHI教職員については、第１
次短期調査において、事務管理
職18名、教職39名の総計57名を
予定していることが確認され
た。その構成は以下のとおり。 

 
Director   １ 
Administration Manager １ 
Educational Manager １ 
Head Instructor  ４ 
Experienced Instructor 10 
Junior Instructor 10 
General Subjects Teacher 15 
Administration Staff 15 

 
・Instructorのうち､Junior Instructor

計10名についてはサウディ・ア
ラビア人を採用予定であり、最
初の５人については採用済み。 
 

・SJAHIは原則として生徒からの
学費によって運営される。 

 
 
・SJAHIの学費は開校から５年間
は年間SR6,000に設定される予
定である。寮に入る学生は別途
月額SR300を支払う。 

 
・第１次短期調査において、サウ
ディ・アラビア側より、SJAHI

は非営利団体である旨の説明が
あった。 

 
・第１次短期調査において、

SJAHIの収入については生徒の
奨学金、学費及び、 JAMAと
JADIKの合意に基づき、JADIK

が支援する旨をミニッツに記載
した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・最新のリクルーティン
グ状況、今後の採用計
画等について調査す
る。 

 
 
・採用済みの者について
は氏名、略歴等を確認
する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・開校当初の収支見込み
について調査する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・左記について再度確認
する。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・SJAHIの計画上の57名の
職員のうち､現在までに
８名を採用済みであるこ
とを確認し､リストをミ
ニッツに添付した。 

 
・サウディ・アラビア側か
らは、主任インストラク
ター（Head Instructor） 
４名のうち、２名を５月
中を目処に採用予定であ
る旨説明があった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・サウディ・アラビア側よ
り、開校後数年間の運営
予算の見込みについて説
明があった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・サウディ・アラビア側よ
り、SJAHIは主として生
徒の学費及び奨学金によ
り運営される旨説明があ
った。 
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調査・協議項目 
第１次短期調査による調査結果 

現状及び問題点 
対処方針 調査結果 

 (5) 運営 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (6) 事業計画 
 
 
 
 

・第１次短期調査において、サウ
ディ ･アラビア側の National 
Committeeが理事会 (Board of 
Directors)へ移行し、研修所運
営に関する責任を負うことを確
認した。メンバーは以下のとお
り。 

 
1. Dr. Saad Atia Al-Ghamdi 

(Abdul Latif Jameel Co.) 
2. Dr. Isam Banajah 

(Al-Hamrani United Co.) 
3. Mr. Majid En-Nunu 

(Omar A. Balubaid Co.) 
4. Mr. Salim H. Al-Asmarei 
(SJAHI) 

 
・理事会の上に運営委員会 

(Steering Committee)を置くこと
となっている。メンバーは以下
のとおり。 

 
1. Shk. Mohammed Jameel 
(Abdul Latif Jameel Co.) 

2. Shk. Mohammed Alali Al-
Hamrani (Al-Hamrani United 
Co.) 

3. Shk. Ali Hussein Ali Reza 
(Haji Hussein Ali Reza & 
Co.Ltd.) 

4. Shk. Omar Bamarouf 
(Suzuki Saudia Co. Ltd.) 

5. Shk. Khalid Balubaid 
(Omar A. Balubaid Co.) 

6. Shk. Khalid A. Bakhashab 
(Bakhashab Co.) 

7. Dr. Ali N. Al-Ghafis 
(GOTEVT) 

8. Mr. Osama Kurdi 
(Council of Saudi Chambers 
of Commerce & Industry) 

9. Mr. Salim H. Al-Asmarei 
(SJAHI) 
 

・２年制の技術短期大学とし、１
学年200名で計400名の学生を教
育する。 

 
 

・左記について、開催頻
度も含め、再度確認す
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・左記について開催頻度
も含め、再度確認し、
プロジェクト運営のチ
ャートに盛り込む。 

 
・理事会と運営委員会の
関係について聴取す
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・学生の募集・選考スケ
ジュール、選考基準等
について聴取する。 

 
 

・サウディ・アラビア側よ
り、SJAHIの理事会は３
ヶ月に１回程度の開催と
なる予定である旨説明が
あった。 

 
 
 
・最新のメンバーを確認
し、リストをミニッツに
添付した。 

 
 
 
 
 
 
・サウディ･アラビア側よ
り、運営委員会は１年に
１回の開催となる予定で
ある旨説明があった。 

 
・サウディ･アラビア側よ
り、SJAHIの通常の運営
管理を審議するのは理事
会であり、理事会は運営
委員会に対して報告義務
を負うとの説明があっ
た。 

 
・最新のメンバーを確認
し、リストをミニッツに
添付した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・左記を含め、2002年９月
の開校までの最新の作業
計画を確認し、ミニッツ
に添付した。 
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調査・協議項目 
第１次短期調査による調査結果 

現状及び問題点 
対処方針 調査結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ プロジェクトの内容 
 (1) 案件名称 
 
 
 
 
 (2) プロジェクト責
任者 

  1) 総括責任者 
(Project Director) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・卒業生のレベルは日本の３級自
動車整備士程度とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・日本WGが作成したカリキュラ
ム、テキスト、マニュアル等の
原案は３月にサウディ･アラビ
アWG側に手交済み。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・第１次短期調査において、
"Saudi-Japanese Automobile High 
Institute Project"とすることで
合意し、ミニッツに記載済み。 

 
 
 
・第１次短期調査において、サウ
デ ィ ･ ア ラ ビ ア 側 よ り 、
GOTEVTの研修カリキュラム担
当部長が総括責任者となる旨の
説明があった。 

 
・ただし､サウディ･アラビア側は
"Project Director"の呼称を用い
ることに難色を示している。 

 
 

・本件プロジェクトの協
力対象項目ではない
が、SJAHI卒業生が社
会で信頼を得ていく過
程において、自動車整
備士に関する公的な資
格は必要不可欠であ
り、これをサウディ･
アラビアにおいても可
及的速やかに整備する
ことが望ましい旨を伝
える。 

 
・左記について確認す
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・左記について再度確認
する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・左記について適宜説明を
行った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・サウディ･アラビア側よ
り､SJAHIインストラク
ター陣に対するカリキュ
ラムの指導を早急に行う
べく､非サウディ･アラビ
ア人が想定されている主
任インストラクターにつ
いて本邦研修を実施して
ほしいとの要望が出され
たが､予算的な問題や国
籍の点から困難である旨
を説明したうえで､７月
ごろを目処にカリキュラ
ム指導のための短期専門
家派遣(１か月程度)を検
討することで合意した｡ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・左記について再度確認
し、ミニッツに記載し
た。 
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調査・協議項目 
第１次短期調査による調査結果 

現状及び問題点 
対処方針 調査結果 

  2) 実施責任者 
(Project Manager) 
 
 
 

 (3) 協力期間 
 
 
 
 
 (4) 協力開始時期 
 
 
 
 
 
 (5) 協力計画と運営
管理諸表 

 
 
 
 
 
 
 
  1) プロジェクト 

・デザイン･マト
リックス (PDM) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・第１次短期調査において、サウ
ディ･アラビア側より、SJAHI所
長が実施責任者となる旨の説明
があった。 

 
・協力期間を５年間とすることを
説明し、合意の上、ミニッツに
記載する。 

 
 
・建物の建設工事、供与機材の調
達手続き等の時間を考慮し、長
期専門家の派遣が見込まれる
2001年度第２四半期（９月ご
ろ）の開始が見込まれる。 

 
・第１次短期調査において、PCM 
手法及びPDMの概要については
説明済み。 

 
 
 
 
 
 
・未作成 
 
 
 
 
 
・（上位目標） 
サウダイゼーションが促進され
る。 
 

・（指標：上位目標） 
1-1 サウディ・アラビア自動
車整備業界におけるサウデ
ィ ・ ア ラ ビ ア 人 技 術 者 
(technician)の割合。 

1-2 自動車整備業界における
サウディ・アラビア人技術
者の信頼性。 

 
 
 
 
 
 

・左記について再度確認
する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・左記について、先方と
協議し、結果をミニッ
ツに記載する。 

 
 
 
・改めて、プロジェクト
運 営 管 理 に お け る
PDMの位置付づけに
ついて説明するととも
に、他の運営管理諸表
(PO, TCP, TSI)につ
いてその機能と目的を
説明する｡ 

 
・我が方より案を提示
し､サウディ･アラビア
側と協議の上、結果を
ミニッツに記載する。 

 
 
・左記について、先方と
協議し、結果をミニッ
ツに記載する。 

 
・左記について、指標の
妥当性、入手可能性等
について、先方と協議
し、結果をミニッツに
記載する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・左記について再度確認
し､ミニッツに記載した｡ 

 
 
 
・左記について、協力期間
を５年間とすることで合
意し、ミニッツに記載し
た。 

 
・左記について、プロジェ
クトの開始は2001年第２
四半期とすることで合意
し、ミニッツに記載し
た。 

 
・左記について適宜説明を
行った。 

 
 
 
 
 
 
 
・PDM案について、サウ
ディ・アラビア側と協議
の上合意し、ミニッツに
添付した。 

 
 
・左記について合意し、ミ
ニッツに記載した。 

 
 
・左記について合意し、ミ
ニッツに記載した。 
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調査・協議項目 
第１次短期調査による調査結果 

現状及び問題点 
対処方針 調査結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・（プロジェクト目標） 
1. SJAHIが自動車整備業界に
対し、サウディ･アラビア人
技術者(technician)を送り出せ
るようになる｡ 
2. SJAHIが自動車整備技術に
関する効果的な訓練を提供で
きるようになる。 
 

・（指標：プロジェクト目標） 
1-1 SJAHI卒業生数 
2-1 SJAHI卒業生、雇用企業
等､SJAHIの受益者の満足度 

 
 

・（成果） 
1. プロジェクトの運営体制が
整備される。 
2. 必要な機材が整備され､適
切に管理される。 
3. Ｃ／Ｐの技術力が向上する｡ 
4. 訓練の方法論及び教材が確
立される。 
5. 自動車整備技術訓練のカリ
キュラムが適切に実施される｡ 
6. 教育訓練制度の自己評価が
適切に実施される。 
 

（指標：成果） 
1-1 教職員の数・能力、予
算・決算記録、理事会・委
員会等会議記録、広報の実
施数 

2-1 運用・管理記録 
2-2 メンテナンス記録 
2-3 スペアパーツ等調達のた
めのメンテナンス契約のリ
スト 

2-4 機材の状態 
3-1 日本人専門家による評価 
3-2 達成された目標訓練技術 
4-1 マニュアル、テキスト等
教材のリスト 

4-2 開発された訓練手法 
5-1 自動車整備の目標技術を
達成した生徒の数 

6-1 評価の実施記録 
 
 

・左記について、先方と
協議し、結果をミニッ
ツに記載する。 

 
 
 
 
 
 
・左記について、指標の
妥当性、入手可能性等
について、先方と協議
し、結果をミニッツに
記載する。 

 
・左記について、先方と
協議し、結果をミニッ
ツに記載する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・左記について、指標の
妥当性、入手可能性等
について、先方と協議
し、結果をミニッツに
記載する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・左記について、「送り出
す (send)」を「卒業さ
せる (graduate)」に改
めたうえで合意し、ミニ
ッツに記載した。 

 
 
 
 
・左記について合意し、ミ
ニッツに記載した。 

 
 
 
 
・左記について合意し、ミ
ニッツに記載した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・左記について合意し、ミ
ニッツに記載した。 
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調査・協議項目 
第１次短期調査による調査結果 

現状及び問題点 
対処方針 調査結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  2) 活動計画 
   （PO） 
 
 
 
  3) 技術協力計画 
   （TCP） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（活動） 
1-1 計画にのっとり人員を配
置する。 

1-2 活動計画を策定する。 
1-3 予算計画を策定し、適正
に執行する。 

1-4 運営管理制度を確立す
る。 

2-1 必要な機材を供与、設置
する。 

2-2 機材を適正に運用し、管
理する。 

3-1 Ｃ／Ｐへの技術移転を実
施する。 

4-1 訓練カリキュラム及び教
材を開発する。 

4-2 訓練手法を開発する。 
5-1 訓練カリキュラムを実施
する。 

5-2 卒業生受入先企業を訪問
し､技術ニーズを確認する｡ 

6-1 教育訓練の進捗状況のモ
ニタリングを行う。 

6-2 教育訓練制度の評価を実
施する。 

 
・未完成 
 
 
 
 
・未完成 
 
 
 
 
・（技術移転項目） 
Ⅰ インストラクター訓練 
1. 第１年目カリキュラム 
1-1 エンジン 
1-1-1 自動車技術への導入 
1-1-2 自動車の仕様 
1-1-3 基礎：エンジン１ 
1-1-4 基礎：エンジン２ 
1-1-5 基礎：エンジン３ 
1-1-6 ガソリンエンジン１ 
1-1-7 燃料システム 
1-1-8 電子燃料噴射装置１ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・我が方より案を提示
し､サウディ･アラビア
側と協議の上、結果を
ミニッツに記載する。 

 
・我が方より案を提示
し､サウディ･アラビア
側と協議の上、結果を
ミニッツに記載する。 

 
・左記について、先方と
協議し、結果をミニッ
ツに記載する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・PO案について、サウデ
ィ･アラビア側と協議の
上合意し、ミニッツに添
付した。 

 
・TCP案について、サウデ
ィ・アラビア側と協議の
上合意し、ミニッツに添
付した。 

 
・左記について合意し、ミ
ニッツに記載した。 
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調査・協議項目 
第１次短期調査による調査結果 

現状及び問題点 
対処方針 調査結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1-2 シャーシ 
1-2-1 基礎：シャーシ 
1-2-2 クラッチ 
1-2-3 基礎:ドライブトレーン 
1-2-4 ブレーキシステム１ 
1-3 電気系統 
1-3-1 基礎：電気系統（エン

ジン及び車体） 
1-4 ガラス及びオイル類 
1-4-1 自動車ガラス／燃料 

・オイル 
1-5 メンテナンス 
1-5-1 納車前サービス 
1-5-2 メンテナンス１ 
1-5-3 メンテナンス２ 
1-5-4 メンテナンス３ 
1-6 技術知識 
1-6-1 サービスマニュアル 
1-6-2 純正部品 
1-6-3 工具及び計測 
1-6-4 ナット・ボルト類 
1-6-5 安全な業務 
1-6-6 基礎：電気１ 
1-7 復習 
 
2. 第２年目カリキュラム 
2-1 エンジン 
2-1-1 ガソリンエンジン２ 
2-1-2 排気制御システム 
2-1-3 電子燃料噴射装置２ 
2-1-4 コンピューター制御シ

ステム 
2-1-5 ディーゼルエンジン 
2-1-6 トラック(エンジン） 
2-2 シャーシ 
2-2-1 マニュアル・トランス

アクセル及びトランスミ
ッション 

2-2-2 オートマチック・トラ
ンスアクセル及びトラン
スミッション 

2-2-3 プロペラシャフト 
2-2-4 ドライブシャフト 
2-2-5 アクセル及びアクセル

シャフト 
2-2-6 ディファレンシャルシ

ャフト 
2-2-7 サスペンションシステ

ム 
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調査・協議項目 
第１次短期調査による調査結果 

現状及び問題点 
対処方針 調査結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  4) 暫定実施計画 

（TSI） 
 
 
 

 (6) 投入計画 
  1) 日本側投入 
   a) 専門家派遣 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2-2-8 ステアリングシステム 
2-2-9 タイヤ 
2-2-10 ブレーキシステム２ 
2-2-11 アンチロックブレーキ

システム 
2-2-12 ホイール･アラインメ

ント 
2-2-13 トラック(シャーシ） 
2-3 電気系統 
2-3-1 イグニションシステム 
2-3-2 始動システム 
2-3-3 チャージングシステム 
2-3-4 車体関連の電気２ 
2-3-5 エアコンシステム 
2-4 メンテナンス 
2-4-1 メンテナンス４ 
2-5 技術知識 
2-5-1 基礎：電気２ 
2-6 目標スキルの確認 
2-7 最新システム 
2-8 関連法規制 
2-9 復習 
 
Ⅱ インストラクターのローテ
ーション計画 

Ⅲ カリキュラムの最終調整 
Ⅳ モニタリング及びフィード
バック 

 
・未作成 
 
 
 
 
 
 
・（長期専門家） 
2001年２月の日本・サウディ・
アラビアWGにおいて、以下の
分野について長期専門家を派遣
することを双方が確認してい
る。 

 
1．チーフアドバイザー兼業務
調整 
2．カリキュラム総括 
3．エンジン 
4．シャーシ 
5．電気系統 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・我が方より案を提示
し､サウディ･アラビア
側と協議の上、結果を
ミニッツに記載する。 

 
 
 
・左記について、サウデ
ィ・アラビア側と協議
し、結果をミニッツに
記載する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・TSI案について、サウデ
ィ・アラビア側と協議の
上合意し、ミニッツに添
付した。 

 
 
 
・左記について合意し、ミ
ニッツに記載した。 

 
・チーフアドバイザー兼業
務調整及びカリキュラム
総括については、2001年
９月、その他の長期専門
家については2002年５月
を目途に派遣することで
合意した。 
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調査・協議項目 
第１次短期調査による調査結果 

現状及び問題点 
対処方針 調査結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
   b) 研修員受入れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   c) 機材供与 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・（短期専門家） 
以下の分野の短期専門家派遣
(各分野複数名)を計画してい
る。 

 
1．研修所運営 
2．機材管理 
3．カリキュラム 
 

・第１次短期調査において、JICA

ベースによる本邦研修の対象は
サウディ・アラビア人技術者に
限定される旨を確認している。 

 
 
 
 
・初年度にSJAHI幹部２名を短期
間、視察型でプロジェクト方式
技術協力のＣ／Ｐ枠で受け入れ
る。 

 
・サウディ・アラビア人技術者
（10名）については、国別特設
コースを設定して2001年度に第
１陣５名、2002年度に第２陣５
名をそれぞれ９か月間受け入れ
る方向で検討している。 

 
 
 
・第１次短期調査結果を受けて行
われた在サウディ・アラビア日
本大使館とGOTEVTの協議及
び、日本・サウディ・アラビア
WGにおいて、本件プロジェク
トにおける機材総額を４億
8,000万円とし、うちJICA負担
分の上限を４億1,800万円とす
ることを双方が確認している。
概要は以下のとおり。 

 
・機材のリストについては日本・
サウディ・アラビアWGレベル
で検討を重ねてきているが、第
１次短期調査において、これら
の機材は自動車整備士の養成に
は必要であることが確認されて
いる。 

・短期専門家について
は、今後必要な人数を
派遣することを適宜検
討する旨を説明する。 

 
 
 
 
 
・左記について再度確認
する。ただし、本件プ
ロジェクトのＣ／Ｐに
非サウディ･アラビア
人が含まれることにつ
いては問題ない旨を伝
える｡ 

 
・左記について、サウデ
ィ・アラビア側と協議
し、結果をミニッツに
記載する。 

 
・これ以外のＣ／Ｐ受入
れについては当面想定
していないが、必要が
あれば年間０～２名程
度のプロジェクト方式
技術協力Ｃ／Ｐ枠で対
応する用意がある旨を
適宜説明する。 

 
・左記についてサウデ
ィ・アラビア側に再度
説明・確認し、ミニッ
ツに記載する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・左記について合意し、ミ
ニッツに記載した。 

 
・カリキュラムの短期専門
家を2001年７月を目途に
１か月程度派遣すること
で合意した。 

 
 
・左記を再度サウディ・ア
ラビア側に説明し、理解
を得た。 

 
 
 
 
 
・左記について確認した｡ 
 
 
 
 
・各年度ごとに２名を上限
としてＣ／Ｐの受入れが
可能である旨を説明し､
ミニッツに記載した。 

 
 
 
 
 
・左記について再度確認し
た。 
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調査・協議項目 
第１次短期調査による調査結果 

現状及び問題点 
対処方針 調査結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1．訓練用車輌・エンジン類 
8,000万円 

2．純正部品・特殊工具類 
１億2,800万円 

3．校舎本体へのビルト･イン 
機材 
3,000万円 

4．その他の教材、機材･工具類 
１億5,000万円 

5．校具（訓練エリアのAV機器
等） 
3,000万円 

 
・上記のうち、校具類について
は、原則として学生に対する指
導に利用する機材を対象とす
る。 

 
 
・（現地調達の可能性） 
本件プロジェクトの機材につい
ては、価格及び機材全体の整合
性を勘案しつつ、納入後のメン
テナンス、スペアパーツの調達
等を考慮し、現地調達の可能な
項目について、日本・サウデ
ィ・アラビアWGレベルで検討
を行ってきている。 

 
・第１次短期調査においても、本
件プロジェクトに必要な機材に
ついてはほとんどが現地調達が
可能であるとしている。 

 
・ただし、実績があり信頼できる
取扱店から調達することが重要
であるとしている。 

 
・第１次短期調査においては、本
邦調達の対象としては、日本で
のみ調達可能な機材で、精度が
必要で、かつFOB価格が約５％
以上サウディ・アラビア価格よ
り安い機材とすべきであるとし
ている。 

 
 
 
 

・左記の機材について、
仕様及び調達先を明示
した機材リストを作成
し、サウディ・アラビ
ア側と協議のうえ、結
果をミニッツに記載・
添付する。 

 
 
 
 
 
 
・左記についてサウデ
ィ・アラビア側に説
明、 JICA負担分のリ
ストを作成し、ミニッ
ツに添付する。 

 
・左記について、調査結
果を機材リストに反映
する。また、現地調達
の優位性について検討
結果を取りまとめると
ともに納期、契約条件
などについても確認す
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・校具類を含め、 JICA供
与分の機材リストを作成
し、ミニッツに添付し
た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・現地調達が可能なものに
ついては、機材リストに
その旨の表記を行った。 
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調査・協議項目 
第１次短期調査による調査結果 

現状及び問題点 
対処方針 調査結果 

  2) サウディ・ア
ラビア側投入 

   a) 人員配置 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   b) 予算措置 
 
 
 
 
 
 
   c) 設備・施設 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
・総括責任者及び実施責任者につ
いては上述。 

 
・日本人専門家の指導対象の中心
となるのは当面は非サウディ・
アラビア人の可能性の高いHead 
Instructor 及 び Experienced 
Instructorとなる見込み。 

 
 
 
・サウディ・アラビア人Ｃ／Ｐへ
の本格的な技術移転はプロジェ
クト開始後１～２年たってから
となると思われる。 

 
・（プロジェクトの運営に必要な
サポーティング・スタッフの配
置） 

 
・日本人専門家が円滑に活動を行
えるよう、秘書が配置されるこ
とが望ましい。 
 

・プロジェクト期間中のサウデ
ィ・アラビア側負担(機材の国
内輸送費用､据え付け費用､車輌
購入費､人件費､機材メンテナン
ス費､光熱費等)についての予算
計画を確認する必要がある。 

 
・校舎を現在建築作業中。 
 
 
 
・日本人専門家の執務スペースを
必要な事務機器、空調装置等と
併せ確保する必要がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
・本件プロジェクトのＣ

／Ｐ(対象者・人数）
について、サウディ・
アラビア側と協議の
上、Ｃ／Ｐ予定者リス
トを作成し、ミニッツ
に記載・添付する。 

 
 
 
 
 
 
・左記について、サウデ
ィ・アラビア側と協議
し、結果をミニッツに
記載する。 

 
 
 
 
・左記について、サウデ
ィ・アラビア側と協議
し、サウディ・アラビ
ア側の予算計画表をミ
ニッツに記載する。 

 
 
・建築工事の最新状況を
確認し、ミニッツに記
載する。 

 
・左記について、サウデ
ィ・アラビア側と協議
し、結果をミニッツに
記載する。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
・サウディ･アラビア側と
協議の上､本件プロジェ
クトのＣ／Ｐを教務主任 
(Educational Manager)以
下、合計25名とすること
で合意し、リストをミニ
ッツに添付した。 

 
 
 
 
 
 
・協議の結果､SJAHIのサポ
ーティング･スタッフに
対し、日本人専門家の業
務支援に関する兼務発令
を行うことで合意し、ミ
ニッツに記載した。 

 
 
・サウディ・アラビア側よ
りSJAHIの運営コスト見
積りを入手し、ミニッツ
に添付した。 

 
 
 
・左記について確認した｡ 
 
 
 
・協議の結果、チーフアド
バイザー兼業務調整に対
しては個室が供与される
こととなった。また、他
の専門家は教員室を共同
で使用することとなっ
た。 
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調査・協議項目 
第１次短期調査による調査結果 

現状及び問題点 
対処方針 調査結果 

   d) 機材 
 
 
 
 
 
 
４ その他 
 (1) プロジェクト方
式技術協力の前提
諸条件 

 
 
 
 
 (2) 初年度の活動計
画 

 
 
 
 
 
 
 (3) 合同調整委員会 
 
 
 
 (4) 討議議事録 

（Record of 

Discussions） 
 
 

 (5) 今後のスケジュ
ール 

・校具9,200万円のうち、サウデ
ィ・アラビア側は6,200万円分
を負担することとなっている。 

 
 
 
 
 
・第１次短期調査において、

GOTEVTに対し、本件プロジェ
クトに係る機材及び専門家につ
いては、供与先及び派遣先はそ
れぞれGOTEVTとなる旨を説明
し、先方の理解を得ている。 

 
・上記の運営管理諸表の議論に併
せ、初年度の活動に係る以下の
諸表を作成する必要がある。 

 
1．年次活動計画（APO） 
2．年次技術協力計画（ATCP） 
3．年次暫定実施計画（ATSI） 
 

・第１次短期調査において、合同
調整委員会の機能等については
説明している。 

 
 
 
 
 
 
・実施協議調査団を５月下旬に派
遣する予定。 

・左記について、サウデ
ィ･アラビア側と協議
し、サウディ・アラビ
ア側負担分の機材リス
トをミニッツに記載す
る。 

 
 
・左記について再確認
し、結果をミニッツに
記載する。 

 
 
 
 
・左記について、サウデ
ィ・アラビア側と協議
し、可能な限り各表を
作成し、ミニッツに記
載する。 

 
 
 
・必要に応じ左記を再確
認する。 

 
 
・サンプルについて、内
容をサウディ・アラビ
ア側に説明し、ミニッ
ツに添付する。 

 
・左記について説明し、
必要に応じミニッツに
記載する。 

・サウディ・アラビア側負
担分の校具リストを作成
し、ミニッツに添付し
た。 

 
 
 
 
・左記について、再度確認
し、ミニッツに記載し
た。 

 
 
 
 
・左記について、 APO, 

ATCP, ATSI案をそれぞ
れ作成し、ミニッツに添
付した。 

 
 
 
 
・左記について再度説明を
行った。 

 
 
・Ｒ／Ｄの概要について適
宜説明を行い、サウデ
ィ・アラビア側の理解を
得た。 

 
・左記について説明し、ミ
ニッツに記載した。 
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第３章　調査団所見

(1) 調査結果の概要

　今次調査団は、前回の短期調査団及びその後の日本・サウディ･アラビア間の協議結果を

踏まえ、プロジェクトの背景を再確認するとともに、５年間にわたって実施されるプロジェ

クトの具体的活動内容について協議を行い、合意を形成することができた。

　プロジェクトの目標としては、(1)SJAHIが卒業生を出すこと、(2)SJAHIが自動車整備技術

に関する効果的な訓練を実施できるようになること、の２点とした。さらに、上位目標とし

て、サウディ・アラビア政府の重点政策である「サウダイゼーション」の推進を設定し、こ

れらを含むプロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）を作成した。

　人的投入としては、長期専門家５名を派遣し、サウディ・アラビア側からは最初の２年間

で12名の研修員を受け入れることとなった。

また、懸案であった機材供与については、JICAを通じ総額４億1,800万円の機材を供与す

ることを確認し、暫定的な機材リストを取りまとめた。

(2) サウディ・アラビア側の対応ぶり

今次調査を通じ極めて印象的であったことの１つが、異例とも思えるサウディ・アラビア

側の対応の速さ、本件プロジェクトに対する熱心さである。まず、建物の建設工事について

は、整地工事はもとより、既に建物の基礎工事はほぼ終了しており、現場では常時200名前

後の作業員が炎天下建築作業に従事していた。

SJAHIの人員についても、計画されている57名の職員中、８名は既に採用済みであり、今

後も順次人選・採用が行われる見通しである。特に教官の取りまとめ役ともなる主任教官

（Head Instructor）４名のうち、２名を近々リクルートする予定とのことであった。これに

ついては、サウディ・アラビア側より、主任教官への学校カリキュラムの技術移転をスムー

ズに行うため、追加的に本邦研修ができないかと打診してくるほどであった（この点につい

ては短期専門家派遣で対応することで合意した）。

さらに、将来のサウディ・アラビア人教官となるべき教官補（Junior Instructor）について

は10人中５人が決定しているが、工業系大学卒業生の成績優秀者のなかから選抜を行ってお

り、彼らは既に、JADIK傘下ディーラーのワークショップでの技術研修及び英語の学習から

なる研修プログラムを課せられている。

こうしたサウディ・アラビア側の素早くかつ熱心な取り組みの背景には、JADIK全体として

サウダイゼーションに「待ったなし」で対応を迫られている現状と、SJAHIについては、日本

が本腰を入れて協力を行う姿勢を明確にしていることで、サウディ・アラビア側の官民双方に
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おける本件プロジェクトに対する期待がいやが上にも高まっていることがあげられよう。 

サウディ・アラビア側の本件プロジェクトに対する期待の大きさは、本調査団の訪問がサウ

ディ・アラビア国内のメディアで複数回にわたり取り上げられたことにもうかがえる。 

 

(3) 今後の課題 

本件調査団は３月30日にリヤド入りしたが、奇しくも翌日の３月31日は、リヤド技術短期大

学に対する我が国の20年近くにわたる技術協力の幕が閉じられた日であった。 

SJAHIにおける本件プロジェクトは、サウディ・アラビアの人材育成に対する我が国の協力

として、リヤド技術短期大学に続く日本・サウディ･アラビア関係の重要なランドマークとな

ることが期待されており、我が方としてもプロジェクト成功に向け、できる限りの協力を行っ

ていくことが重要である。サウディ・アラビア側からも「専門家はベストの人を送ってほし

い」との期待が折にふれ表明された。 

このためには、まず日本国内に官民双方からなるプロジェクトの支援体制を構築し、2002年

９月のSJAHI開校を念頭に置きつつ、的確な技術レベルをもった優秀な専門家の派遣、効果的

な本邦研修を実施していく必要がある。 

また、JICAにおいても、建物の建設工事の進捗に合わせ、適正な仕様の機材を滞りなく調

達することが求められる。 

 SJAHIはサウディ・アラビア最大の商業都市ジェッダと、毎年全世界のイスラム教徒が巡礼

に訪れる聖地メッカを結ぶ主要幹線沿いに建設地があり、視覚的にも極めて目立つロケーショ

ンに位置している。本件プロジェクトのサウディ･アラビア国内における注目度及び日本・サ

ウディ･アラビア関係における重要性にかんがみ、今後は積極的に本件プロジェクトに関する

広報活動を行っていくことも重要と思われる。 





 

 

 

 

 

付 属 資 料 
 
 
 

ミニッツ 
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